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女性研究者・学生の顕彰

サンディエゴ
リエゾンオフィス
（アメリカ・サンディエゴ）

北米拠点
（アメリカ・ワシントンD.C.） 京都大学

On-site Laboratory

大学間学術交流協定校 （MOU）

戦略的パートナーシップ校

全学海外拠点

欧州拠点
（ドイツ・ハイデルベルク）

ASEAN拠点
（タイ・バンコク） 
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ボルドー大学
（フランス）

ウィーン大学
（オーストリア）

チューリヒ大学
（スイス）

ハンブルク大学
（ドイツ）

国立台湾大学
（台湾）

1

障害のある学生への支援

学ぶことや研究することに障害（社会的障壁）が生じたとき、どのような解決策や
選択肢があるでしょうか。
学生総合支援機構障害学生支援部門（DRC）では、障害のある学生やその周囲の
教職員、受験希望者の相談に応じています。専任スタッフが相談を受け、授業な
どでの合理的配慮の調整やノートテイク・移動介助等学生サポーターの派遣、AT
（支援技術）の提供など、各種修学支援
を行っています。
また、キャンパス内のスロープや多機能
トイレなどバリアフリーの充実を進め、
車椅子利用者の意見などを取り入れな
がら調査・編集、検証を行った「フリー

アクセスマップ」を公開しています。

www.assdr.kyoto-u.ac.jp/drc/

0n-site Laboratory事業による国際共同研究の推進　www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/operation/designation/onsitelab あらゆる多様性の尊重、公平性の確保で、大学の環境改善を図る

ダイバーシティ推進に向けた取組の強化　www.kyoto-u.ac.jp/ja/news/2022-04-01-0

女子中高生への応援　www.cwr.kyoto-u.ac.jp/rooting/

戦略的パートナーシップ事業　www.oc.kyoto-u.ac.jp/agreement/sp/

1. 京都大学サンディエゴ研究施設 〈カリフォルニア大学サンディエゴ校〉［アメリカ］　

2. IFOM-KU国際共同ラボ 〈The AIRC Institute of Molecular Oncology, イタリア〉［日本］　

3. 京都大学－清華大学環境技術共同研究・教育センター 〈清華大学〉［中国］ 　　4. Mahidol環境学教育・研究拠点 〈マヒドン大学〉［タイ］　

5. スマート材料研究センター 〈ウィタヤシリメティー科学技術大学〉［タイ］  　　6. 京都大学上海ラボ 〈復旦大学〉［中国］ 　

7. グラッドストーン研究所iPS細胞研究拠点 〈グラッドストーン研究所〉［アメリカ］　 　　8. 統合バイオシステムセンター 〈中央研究院〉［台湾］　

9. 量子ナノ医療研究センター 〈カリフォルニア大学ロサンゼルス校、アメリカ〉［日本］　 　　10. グリーン多孔性材料ラボラトリ 〈科学技術研究庁物質工学研究所〉［シンガポール］　

11. データ・材料科学統合センター 〈マクダイアミッド最先端材料・ナノテクノロジー研究機構〉［ニュージーランド］

京都大学は、あらゆる多様性と公平性を尊重し、包摂的な教育研究環境・キャンパス環境の整備を推進しています。性の多様性や、様々な国・
地域出身の方の文化・慣習の理解と尊重、心身の障害や状態、家庭環境等で学修や研究・職務に不自由のある方など、それぞれに応じた、幅広
くきめ細やかな支援に取り組んでいます。

京都大学男女共同参画推進アクションプラン（2022年度～ 2027年度）では、特に女性研究
者の育成・獲得を重点事項として掲げ、①全学の女性教員比率（特定教員を含む）を2027年
度に20％とする、 ②役員会構成員の女性比率を2027年度に25％とする、という数値化し
た達成目標を設定し、実現に向けた各種
取組を定めています。
また、男女共同参画推進センターでは
2022年度から四つの専門部会を設置し
て各種取組を一層強化し、例えば育児・
介護支援では保育園入園待機乳児保育室
の設置やベビーシッター利用育児支援、医
学部附属病院と連携した病後児保育の実
施など多様な制度の充実を図っています。

若手女性研究者の優れた成果を讃える「京都大学たちばな賞」や、意欲ある女子学生を支援
する「京都大学久能賞」の授賞は、いずれも女性研究者の励みとなるだけでなく、受賞者が
後に学外の著名な賞を獲得するなど、確実なステップアップにつながっています。

研究の魅力を女子中高生や保護者の方々に伝える取組も
積極的に行っています。
毎年開催している「女子高生 車座フォーラム」では、分野
紹介に加え、研究のおもしろさ、目指す将来などについて、
京都大学の学生や研究者と女子高生が直接語らいます。
当日の様子は写真やアンケート結果とともにウェブサイトで
公開しています。さらに、「女子高生応援大使」の出身高校
への派遣や、「出前授業」 「オープン授業」も実施し、
2022年からは広報誌『京からあすへ』を発行して、 ロール
モデルとなる女性研究者を紹介しています。

京都大学では、各部局での活発な研究交流を分野横断的に展開させるとともに、新たな
学術分野での共同研究や人材流動性を促進するため、世界に卓越した大学のうち、チュ
ーリヒ大学など五つの大学を「戦略的パートナーシップ校」として認定しています。各校と
の共同資金（ジョイント・ファンド）により、分野横断型ワークショップの開催や若手研究
者の往来を支援し、既存の研究交流を更に発展させるとともに、新規共同研究、新分野
の開拓を促進しています。

広報誌『紅萠』2022年春号の巻頭特集では、総長とともに、
若手教員と大学院生、学部生がそれぞれの経験や思いを、
ジェンダーの視点も交えて語り合った。

女子高生応援大使が出身高校を訪問

「THEインパクトランキング2022」で
世界19位にランクイン！

ウクライナ危機支援基金

京都大学安藤忠雄国際奨学金

男女共同参画支援たちばな基金

大学の社会貢献の取組を国連による
SDGsの枠組みを使って可視化した「THE 
(Times Higher Education) インパク
トランキング」が2022年4月に発表されま
した。京都大学はSDG2（飢餓をゼロに）
で世界3位、SDG9（産業と技術革新の
基盤をつくろう）で16位タイ、SDG14（海
の豊かさを守ろう）で15位と高く評価さ
れ、総合で世界1,406大学中19位タイを
達成しました。

ウクライナからの一時的な学生受入れを可能とする特別措置（授業料免除等含む）を
開始するとともに、生活支援についても関係機関と連携しながら実施しています。
更に必要な経済的支援を実施するために2022年に広く社会から寄附を募る基金を
立ち上げたところ、多くの方々からご賛同のご寄附をいただき、現在も引き続きご支援
をお願いしています。

www.kikin.kyoto-u.ac.jp/contribution/ukraine/

数年のコロナ禍が続く中でも、海外留学にチャレンジする本学学生を支援するため、建築家 安藤忠雄氏
のご寄附を原資とした奨学金を2022年に創設し、海外での貴重な経験による成長を後押ししています。

www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/student-3/scholarship/ando-international-scholarship

創造的な学問・研究の発展のためには、十分な研究時間を確保することがとても
重要です。京都大学では2019年に、「やりたいこと、あきらめない」をキャッチ
フレーズに「男女共同参画支援たちばな基金」を創設しました。同基金によって
育児・介護中の研究者を対象とした支援を充実させ、意欲ある学生・研究者が安
心して学業・研究に取り組める環境を作ります。

www.kikin.kyoto-u.ac.jp/contribution/tachibana/

世界トップレベルの大学・研究機関との戦略的な学術連携 すべての多様性を輝かせるために

「On-site Laboratory」とは、海外の大学や研究機関と共同で設置する現地運営型研究室で、
京都大学の重点的取組として2022年現在、11のオンサイトラボを運営しています。
各ラボでは、がん、iPS細胞等を用いた再生医療、量子ナノ科学、材料科学、エネルギー、環境理工
学などの分野における最先端研究に取り組み、これまでに数多くの国際共著論文を発表しています。
また、最先端の研究機器の共同利用も行っており、国内外の研究者や企業との研究交流の場として
活用されています。さらに、研究施設としてだけではなく、留学生のリクルーティング拠点としての機能
や、双方の大学がそれぞれ学位を授与するダブルディグリープログラムの実施など、教育面でも波及
効果をもたらしています。ラボそれぞれの活動状況は、本学のウェブサイトにて随時紹介しています。
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